
 

 

 

「小学生のためのエコ・デイキャンプ2022」にご参加いただきありがとうございました！ 

お天気にも恵まれ楽しく活動ができました。 

段ボールでソーラークッカー作り等のプログラムを通して、子どもたちは太陽光の力を実感し、災害時

にも役立つことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※この事業は、くろがね青少年野外活動センターの「新型コロナウイルス感染症に対応した受入れ再開ガイドライン」を遵守し、 

 次の対策をして実施しました。 

 ・定められた人数、時間内での実施 

 ・検温、手洗い、消毒、身体的距離の確保、マスク着用の徹底 

 

   

 

 

 

 

小学生のためのエコ・デイキャンプ2022実施報告 

 

●薪割り体験 

野外活動センターの職員の方に、なたの使い方を習って 

薪割りを体験しました。 

●ポリ袋で炊飯体験 

薪割りで準備した木で火をおこし、 

ポリ袋に生米とお水を入れてご飯を炊きました。 

●万華鏡づくり 

子どもたち一人ひとりのオリジナルの万華鏡を 

作成しました。 

【参加者の感想】 

・家ではなかなか経験できないことができてよかった。 

・太陽光など自然エネルギーをできるだけ利用しようと思った。 

・エコには興味なかったが、楽しんで勉強できた。 

●段ボールでソーラークッカーづくり 

段ボールにアルミホイルを貼りつけ、光が反射するよう組み立てます。 

黒く塗った缶に卵をいれてしばらく置くと、蒸し卵の完成！ 

火を使わず、太陽光で調理ができました。お水をいれると、数分で100℃まで上昇しました。 

 

【イベント概要】 

日  時：７月31日（日）10時～13時15分 

開催場所：くろがね青少年野外活動センター 

参 加 者：子ども14人、大人８人 


